
 

昨
年
六
月
一
八
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
当

研
究
所
第
五
代
所
長
、
菅
谷
文
則
先
生
を

偲
ん
で
、
ゆ
か
り
の
深
い
研
究
者
に
よ
る

講
演
会
が
、
本
年
二
月
一
〇
日
に
当
研
究

所
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
は
、

当
研
究
所
と
公
益
財
団
法
人
由
良
大
和
古

代
文
化
研
究
協
会
が
主
催
し
ま
し
た
。
当

日
の
参
加
者
は
、
荒
井
正
吾
知
事
、
青
柳

正
規
所
長
、
菅
谷
家
ご
親
族
を
は
じ
め
、

当
研
究
所
所
員
、
友
史
会
会
員
、
県
行
政

関
係
者
、
ご
友
人
な
ど
、
総
勢
約
二
一
〇

名
で
し
た
。

　

講
演
会
に
先
立
ち
、
ま
ず
参
加
者
一
同

で
菅
谷
先
生
を
偲
ん
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
調
査
機
材
を
当
研
究
所
に
ご

寄
付
い
た
だ
い
た
ご
子
息
の
菅
谷
雅
氏
に
、

荒
井
知
事
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
菅
谷
先
生
の
略
歴
が
卜
部
行

弘
資
料
課
長
よ
り
紹
介
さ
れ
、
追
悼
の
辞

と
し
て
、
荒
井
知
事
よ
り
菅
谷
先
生
と
の

思
い
出
と
感
謝
の
こ
と
ば
が
、
泉
森
皎
特

別
指
導
研
究
員
よ
り
菅
谷
先
生
の
研
究
業

績
が
、
そ
れ
ぞ
れ
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

追
悼
講
演
で
は
、
最
初
に
前
園
實
知
雄

特
別
指
導
研
究
員
か
ら
「
菅
谷
文
則
先
生

が
結
ん
だ
人
と
考
古
学
」
と
題
し
て
、
中

国
北
京
大
学
留
学
時
代
の
思
い
出
や
日
中

考
古
学
界
の
交
流
・
発
展
へ
の
貢
献
に
つ

い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
森
下
惠
介
共

同
研
究
員
か
ら
「
菅
谷
文
則
先
生
と
山
の

考
古
学
」
と
題
し
て
、
大
峯
奥
駈
道
の
調

査
研
究
と
山
の
考
古
学
研
究
会
結
成
の
経

緯
を
菅
谷
先
生
の
人
と
な
り
と
と
も
に
語

ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
本
来
で
あ
れ
ば
、

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
の
白
雲
翔

研
究
員
か
ら
「
菅
谷
文
則
先
生
の
中
国
考

古
学
と
鑑
鏡
研
究
」
と
題
し
た
ご
講
演
を

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

折
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

流
行
の
影
響
で
来
日
が
中
止
と
な
り
、
あ

ら
か
じ
め
お
送
り
い
た
だ
い
た
講
演
資
料

を
川
上
洋
一
調
査
課
長
が
代
読
し
ま
し
た
。

　

ご
講
演
の
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
か
ら
、

菅
谷
先
生
の
人
柄
、
研
究
姿
勢
・
業
績
が

偲
ば
れ
る
印
象
的
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
様
は
熱
心
に
聞
き
入

り
、
各
々
が
お
持
ち
の
菅
谷
先
生
と
の
思

い
出
に
浸
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
の
辞
と
し
て
、
青
柳
所
長
よ
り
菅

谷
先
生
へ
の
追
悼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、

橿
原
考
古
学
研
究
所
の
今
後
の
発
展
へ
の

決
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

菅
谷
文
則
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。
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一
、
は
じ
め
に

　

雲
斗
・
雲
肘
木
を
は
じ
め
と
し
て
、
世

界
最
古
の
現
存
木
造
建
築
で
あ
る
法
隆
寺

金
堂
・
五
重
塔
・
中
門
、
法
起
寺
三
重
塔

に
見
ら
れ
る
建
築
様
式
に
は
、
後
の
時
代

に
は
見
ら
れ
な
い
特
殊
な
意
匠
が
数
多
く

残
さ
れ
て
い
る
（
本
稿
で
は
こ
の
建
築
様

式
を
法
隆
寺
建
築
様
式
と
呼
称
す
る
）。

紙
面
の
都
合
上
詳
細
は
述
べ
な
い
が
、
こ

の
建
築
様
式
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
、
中

国
大
陸
の
古
墓
や
石
窟
に
見
ら
れ
る
建
築

様
式
と
法
隆
寺
建
築
様
式
を
比
較
す
る
試

み
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
な
か
で

も
考
古
学
的
な
発
掘
の
成
果
、
美
術
品
な

ど
を
悉
皆
的
に
扱
い
、
総
合
的
な
検
討
を

行
っ
た
関
口
欣
也
の
研
究
の
影
響
は
大
き

い
。
関
口
は
主
に
高
句
麗
の
壁
画
墓
で
見

ら
れ
る
石
刻
斗
栱
や
絵
画
の
分
析
か
ら
、

法
隆
寺
建
築
様
式
の
遡
源
を
後
漢
の
余
韻

を
残
し
た
東
晋
の
こ
ろ
の
建
築
様
式
で
あ

る
と
考
え
た
（
関
口
一
九
七
六
）。

　

し
か
し
、
そ
の
後
こ
の
種
の
研
究
に
お

い
て
、
新
た
な
資
料
の
提
示
か
ら
そ
の
建

築
様
式
を
探
る
試
み
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て

来
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
資

料
的
制
約
が
大
き
い
。
法
隆
寺
建
築
様
式

の
伝
播
元
と
考
え
ら
れ
る
朝
鮮
半
島
で
は
、

金
工
品
や
慶
州
雁
鴨
池
な
ど
か
ら
出
土
し

た
若
干
の
建
築
部
材
、
そ
し
て
高
句
麗
の

壁
画
墓
な
ど
は
あ
る
も
の
の
、
七
世
紀
以

前
の
具
体
的
な
建
築
様
式
を
考
え
る
た
め

の
資
料
は
関
口
の
検
討
以
降
あ
ま
り
増
加

し
て
い
な
い
（
李
二
〇
一
四
）。

　

し
か
し
近
年
、
斗
栱
に
お
け
る
「
舌
」

に
着
目
し
、
東
ア
ジ
ア
の
古
代
建
築
史
の

中
で
法
隆
寺
建
築
様
式
を
捉
え
よ
う
と
す

る
研
究
が
出
さ
れ
て
い
る
な
ど
（
唐
二
〇

一
七
）、
新
た
に
報
告
さ
れ
た
中
国
国
内

の
資
料
を
用
い
る
こ
と
で
、
法
隆
寺
以
前

の
建
築
様
式
あ
る
い
は
同
時
代
の
建
築
様

式
を
検
討
す
る
余
地
が
出
て
き
て
い
る
。

本
稿
で
は
資
料
紹
介
を
中
心
に
、
特
に
斗

栱
に
つ
い
て
注
目
し
、
研
究
を
前
進
さ
せ

た
い
。

二
、
後
漢
の
崖
墓
に
見
ら
れ
る
石
刻
斗
栱

　

四
川
省
を
中
心
と
し
た
地
域
に
は
、
前

漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て
、「
崖
墓
」
と
い

う
墓
が
造
営
さ
れ
た
。
こ
の
崖
墓
に
は
、

生
活
の
風
景
等
を
題
材
と
し
た
多
数
の
画

像
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
舌

の
あ
る
斗
栱
も
描
か
れ
て
い
る
。

　
「
舌
」
と
は
法
隆
寺
金
堂
の
修
理
工
事

報
告
書
の
中
で
「
舌
状
の
作
出
」
と
表
現

さ
れ
た
肘
木
下
端
に
見
ら
れ
る
特
殊
な
細

部
意
匠
で
あ
る
。
木
質
部
材
の
例
と
し
て

は
、
山
田
寺
、
法
隆
寺
金
堂
・
五
重
塔
、

薬
師
寺
東
塔
に
の
み
確
認
さ
れ
て
い
る
。

中
国
・
朝
鮮
半
島
で
の
木
質
部
材
の
現

存
例
は
な
い
が
、
斗
栱
を
模
し
た
石
刻

の
中
に
舌
が
表
現
さ
れ
た
例
が
見
出
さ

れ
た
た
め
、
舌
は
法
隆
寺
建
築
様
式
の

起
源
を
探
る
上
で
、
重
要
な
研
究
対
象

と
な
っ
て
き
た
（
研
究
史
に
つ
い
て
は

「
唐
二
〇
一
七
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

こ
の
舌
の
例
は
現
在
ま
で
に
一
四
例

存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
さ
ら
に
四
川
省
に
あ
る
郪
江
崖

墓
群
を
は
じ
め
と
し
た
崖
墓
中
に
も
、

唐
編
年
で
い
う
「
古
形
期
」（
唐
二
〇

一
七
）
に
あ
た
る
舌
が
表
現
さ
れ
た
石

刻
斗
栱
が
一
一
例
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
の
で
そ
れ
を
紹
介
し
た
い
（
表
１
）。

こ
れ
ら
の
斗
栱
の
多
く
は
双
斗
で
、
皿
斗

が
表
現
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
後
漢
の
斗

栱
型
式
の
様
相
を
よ
く
伝
え
て
い
る
（
図

１
）。

　

な
か
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
柏

林
坡
一
号
墓
の
例
で
あ
る
。
こ
の
墓
に
は

「
元
初
四
年
」（
西
暦
一
一
七
年
）
の
紀
年

銘
が
あ
り
、
そ
の
前
後
に
墓
が
造
営
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
（
四
川
省
考
古
研
究
院

ほ
か
編
二
〇
〇
七
）。

　

ま
た
、
出
土
遺
物
の
編
年
的
位
置
づ
け

か
ら
、
柏
林
坡
一
号
墓
よ
り
前
段
階
に
造

営
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
出
組
の
表
現
が

な
さ
れ
た
石
刻
斗
栱
が
あ
る
胡
家
湾
墓
群

一
号
墓
に
も
舌
が
認
め
ら
れ
る
（
図
１
）。
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表１　舌がある石刻斗栱を有す崖墓

図１　崖墓における石刻斗栱

舌



墓
の
編
年
的
位
置
づ
け
が
正
し
け
れ
ば
、

本
例
は
現
状
最
古
の
舌
の
表
現
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。
な
お
古
形
期
の
舌
は
実
用
的

な
機
能
を
持
つ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
崖

墓
に
は
、
実
際
の
木
造
建
築
で
は
構
造
的

に
使
用
で
き
な
い
湾
曲
が
見
ら
れ
る
石
刻

斗
栱
が
存
在
す
る
が
、
確
か
に
そ
の
よ
う

な
事
例
に
舌
は
付
随
し
な
い
。
今
回
舌
が

最
も
多
く
見
出
さ
れ
た
郪
江
地
域
で
も
、

既
報
告
の
石
刻
斗
栱
二
〇
九
個
の
う
ち
一

二
％
の
二
五
個
に
し
か
舌
の
表
現
は
見
ら

れ
な
い
（
図
２
）。
後
の
時
代
の
舌
は
形

骸
化
し
消
滅
し
て
い
く
細
部
意
匠
と
な
る

が
、
後
漢
に
お
い
て
も
す
で
に
斗
栱
を
成

立
さ
せ
る
上
で
構
造
的
に
必
須
の
部
材
と

考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

崖
墓
中
の
石
刻
斗
栱
に
は
双
斗
、
皿
斗
、

舌
な
ど
、
法
隆
寺
建
築
様
式
の
斗
栱
に
見

ら
れ
る
細
部
意
匠
が
多
く
確
認
で
き
る
。

そ
の
肘
木
上
面
は
中
央
部
か
ら
巻
斗
間
に

お
い
て
、
凹
面
状
に
湾
曲
し
て
い
る
も
の

が
多
い
。
こ
れ
は
実
際
の
後
漢
建
築
の
肘

木
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
法
隆
寺
西
院
伽
藍
の
主
要

建
築
の
肘
木
上
面
も

凹
面
状
に
処
理
さ
れ

て
い
る
も
の
が
多
く
、

関
連
性
が
伺
わ
れ
る
。

こ
こ
に
は
後
漢
の
斗

栱
の
名
残
が
反
映
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

三
、
二
重
双
斗
式
と

二
重
三
斗
式
の
斗
栱

　

法
隆
寺
建
築
様
式

に
お
け
る
壁
付
斗
栱

は
、
双
斗
の
斗
栱
の

そ
れ
ぞ
れ
の
巻
斗
上

に
、
双
斗
の
斗
栱
が

設
置
さ
れ
る
二
重
双

斗
式
斗
栱
が
形
骸
化

し
た
も
の
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
飯
田
一
九

五
三
）。
関
口
欣
也
も
こ
の
点

に
は
注
目
し
て
お
り
、
そ
の
類

例
が
後
漢
か
ら
東
晋
に
か
け
て

見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
（
関
口

一
九
七
六
）。
関
口
の
指
摘
以

降
報
告
さ
れ
た
類
例
と
し
て
は
、

西
晋
の
甘
粛
省
仏
爺
廟
湾
画
像

磚
墓
群
（
二
九
〇
年
前
後
）（
戴

編
一
九
九
八
）
の
例
や
、
双
斗

上
に
三
斗
が
設
置
さ
れ
る
特
異

な
二
重
式
斗
栱
が
磚
に
よ
っ
て

表
現
さ
れ
る
山
西
省
臨
猗
漢
墓

（
李
・
范
二
〇
一
六
）
な
ど
が

あ
る
が
、
や
は
り
二
重
双
斗
式

斗
栱
は
後
漢
か
ら
西
晋
晩
期
に

か
け
て
の
墓
や
絵
画
に
表
現
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る（
図
３
）。

な
お
そ
の
後
、
双
斗
の
使
用
が
一
般
的
で

な
く
な
る
に
従
っ
て
、
二
重
双
斗
式
斗
栱

は
絵
画
や
彫
刻
に
見
ら
れ
な
く
な
る
が
、

代
わ
り
に
山
西
省
大
同
文
瀛
路
北
魏
壁
画

墓
（
五
世
紀
）（
大
同
市
考
古
研
究
所
二

〇
一
一
ｂ
）、
陝
西
省
史
君
墓
石
棺
（
五

八
〇
年
）（
西
安
市
文
物
保
護
考
古
所
二

〇
〇
四
）
や
高
句
麗
の
五
世
紀
代
の
壁
画

墓
な
ど
に
見
ら
れ
る
、
二
重
三
斗
式
斗
栱

が
現
れ
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
奈
良
県
の
山
田
寺
跡

（
七
世
紀
中
葉
）
か
ら
は
二
重
三
斗
式
斗

栱
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
肘
木
が

発
見
さ
れ
て
い
る
（
山
岸
・
島
田
編
一
九

九
五
）。
山
田
寺
跡
で
発
見
さ
れ
た
斗
栱

は
三
斗
で
、
舌
は
あ
る
も
の
の
、
皿
斗
が

な
い
な
ど
、
こ
こ
で
は
法
隆
寺
建
築
様
式

と
は
異
な
っ
た
建
築
様
式
が
採
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
斗
栱
の

型
式
か
ら
見
る
と
、
山
田
寺
の
方
が
後
出

す
る
建
築
様
式
を
一
部
採
用
し
て
い
る
と

言
え
る
。
韓
国
忠
清
南
道
に
あ
る
浮
石
寺

無
量
寿
殿
な
ど
、
後
代
の
建
築
物
に
も
こ

の
二
重
三
斗
式
斗
栱
が
用
い
ら
れ
て
い
る
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図２　郪江地域の崖墓の石刻斗栱における舌・皿斗の出現率
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図３　二重双斗式斗栱の類例（縮尺不同）
臨猗漢墓（後漢） 法隆寺金堂壁付斗栱（七世紀後半）

潼関吊橋漢代楊氏墓群六号墓（後漢）

洛陽澗西一六工区八二号墓（西晋晩期）

敦煌仏爺廟湾画像磚墓M37（西晋早期）



例
が
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
七
世
紀

中
葉
の
中
国
及
び
朝
鮮
半
島
で
は
、
二
重

三
斗
式
斗
栱
が
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
た

可
能
性
が
高
い
。
山
田
寺
で
同
時
代
の
東

ア
ジ
ア
の
建
築
様
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
た
と
す
る
と
、
法
隆
寺
に
二
重
双
斗
式

斗
栱
か
ら
派
生
し
た
形
の
斗
栱
が
見
ら
れ

る
こ
と
は
、
特
殊
な
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
法
隆
寺
再
建
時
に
、
創
建
時
の
建

築
を
モ
デ
ル
に
す
る
な
ど
、
あ
え
て
古
い

建
築
様
式
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
だ
ろ
う
。

四
、
中
国
南
北
朝
の
斗
栱
型
式

　

こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
法

隆
寺
に
は
双
斗
か
ら
派
生
し
た
ご
く
古
い

建
築
様
式
が
一
部
採
用
さ
れ
て
い
る
。
実

際
の
木
造
建
築
・
壁
画
・
明
器
が
多
く
残
っ

て
い
る
た
め
、
唐
代
の
建
築
様
式
は
比
較

的
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は

双
斗
が
全
く
用
い
ら
れ
な
い
な
ど
、
現
在

の
法
隆
寺
西
院
伽
藍
の
主
要
建
築
に
比
す

る
建
築
様
式
を
持
っ
た
資
料
は
見
つ
か
っ

て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
法
隆
寺
西

院
伽
藍
で
は
、
再
建
の
際
あ
え
て
最
新
の

唐
代
の
建
築
様
式
を
採
用
し
て
い
な
い
と

考
え
る
説
も
あ
る
（
宮
本
一
九
九
〇
）。

　

法
隆
寺
に
、
後
漢
代
に
端
を
発
す
る
建

築
様
式
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
た
が
、
後

漢
代
か
ら
法
隆
寺
建
立
ま
で
の
時
間
的
ヒ

ア
タ
ス
を
埋
め
る
よ
う
な
資
料
は
、
あ
ま

り
見
い
だ
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

近
年
山
西
省
に
お
い
て
、
法
隆
寺
建
築
様

式
を
考
え
る
上
で
重
要
な
墓
が
多
数
見
つ

か
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
大

同
市
の
尉
遅
定
州
墓
（
大
同
市
考
古
研
究

所
二
〇
一
一
ａ
）
で
あ
る
（
図
４
）。

　

こ
の
墓
は
五
世
紀
中
葉
、
北
魏
の
地
下

式
磚
室
墓
だ
が
、
内
部
に
あ
る
家
形
石
棺

の
側
柱
に
皿
斗
の
あ
る
双
斗
式
斗
栱
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
斗
栱
の
肘
木
中
心

部
に
は
虹
梁
の
先
端
が
架
け
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
後
漢
代
の
石
刻
斗
栱
の
肘
木

中
心
部
に
表
さ
れ
た
長
方
形
の
部
材
と
同

様
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

卍
崩
し
高
欄
や
人
字
形
の
割
束
（
な
お

扠
首
は
甘
粛
省
地
埂
坡
一
号
晋
墓
（
甘
粛

省
文
物
考
古
研
究
所
・
高
台
県
博
物
館
二

〇
〇
八
）
の
例
か
ら
西
晋
に
は
既
に
存
在

す
る
）
な
ど
の
最
古
例
が
北
魏
の
墓
や
石

窟
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す

る
と
、
後
漢
に
盛
行
す
る
双
斗
が
北
魏
に

な
っ
て
も
な
お
、
残
存
し
使
用
さ

れ
て
い
る
点
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
建
築
様
式
か
ら
派

生
し
た
も
の
が
、
法
隆
寺
建
築
様

式
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
可
能

性
は
十
分
に
あ
る
。

　

さ
ら
に
同
じ
く
山
西
省
の
忻
州

市
で
は
九
原
崗
壁
画
墓
（
山
西
省

考
古
研
究
所
・
忻
州
市
文
物
管
理

処
二
〇
一
五
）
に
お
い
て
、
東
魏

か
ら
北
斉
初
頭
に
描
か
れ
た
と
推

定
さ
れ
る
門
楼
図
が
発
見
さ
れ
て

い
る
（
図
５
）。
こ
こ
に
描
か
れ

た
建
物
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
点

は
、
法
隆
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
玉
虫
厨
子
や
、

そ
の
類
例
と
し
て
知
ら
れ
る
河
南
省
博
物

館
所
蔵
の
灰
陶
加
彩
房
と
同
様
に
、
秤
肘

木
を
持
た
ず
、
手
先
方
向
に
伸
び
る
肘
木

と
斗
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
シ
ン
プ
ル
な
組

物
が
軒
を
支
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
組
物
は
壁
付
方
向
の
通
肘
木

と
直
交
せ
ず
、
若
干
斜
め
に
開
く
形
に
描

か
れ
て
い
る
。
玉
虫
厨
子
は
、
入
側
柱
と

側
柱
の
柱
筋
が
壁
付
方
向
と
直
交
し
な
い

岐
阜
県
正
家
廃
寺
金
堂
の
よ
う
な
建
物
を

模
し
て
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ

の
門
楼
図
に
描
か
れ
た
建
物
も
こ
れ
と
同

様
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
描

か
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
点
も
玉
虫

厨
子
と
共
通
し
て
お
り
興
味
深
い
。
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図４　尉遅定州墓石棺実測図（S＝1/50）

図５　九原崗壁画墓門楼図



　

玉
虫
厨
子
の
軒
を
支
え
る
組
物
は
肘
木

と
斗
か
ら
な
る
三
手
先
斗
栱
を
一
体
化
し

た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
組
物
が
法

隆
寺
の
雲
肘
木
に
型
式
変
化
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
が
（
上
原
一
九
六
七
）、
そ

の
遡
源
的
な
手
先
方
向
の
組
物
は
中
国
南

北
朝
の
建
築
に
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
だ
ろ
う
。

五
、
ま
と
め

　

従
来
の
指
摘
で
は
、
法
隆
寺
建
築
様
式

は
後
漢
以
降
の
様
々
な
様
式
が
混
在
し
た

も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
後
漢
の

崖
墓
に
見
ら
れ
る
双
斗
と
類
似
し
た
双
斗

や
、
玉
虫
厨
子
と
類
似
し
た
手
先
方
向
の

斗
栱
を
描
い
た
門
楼
図
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
建
築
様
式
に
関
わ
る
要

素
の
多
く
が
、
中
国
南
北
朝
に
共
存
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
国
南

北
朝
に
存
在
し
た
建
築
様
式
が
ベ
ー
ス
と

な
り
、
直
接
の
法
隆
寺
建
築
様
式
の
原
型

が
形
成
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。

し
か
し
、
二
重
双
斗
式
斗
栱
の
よ
う
に
、

極
め
て
古
い
時
代
に
し
か
類
例
が
な
い
建

築
の
細
部
様
式
は
ま
だ
存
在
す
る
。
今
後

と
も
、
資
料
の
集
成
を
す
す
め
、
そ
の
時

間
的
ヒ
ア
タ
ス
を
埋
め
て
い
く
作
業
が
必

要
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
古
建
築
を
専
門
に
学
ん
で
き

た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
構
造
的
な
理
解
、

研
究
史
の
理
解
等
に
至
ら
な
い
点
が
多
々

あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
か
つ
て
濱
田
耕

作
が
行
っ
た
よ
う
に
（
濱
田
一
九
二
六
）、

考
古
学
の
視
点
に
も
と
づ
く
資
料
の
提
示

を
、
学
問
分
野
を
超
え
て
行
っ
て
い
く
こ

と
は
肝
要
で
あ
る
。
今
回
提
示
し
た
資
料

が
、
古
代
建
築
史
の
研
究
を
前
進
さ
せ
る

一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
奈

良
県
地
域
振
興
部
文
化
財
保
存
事
務
所
の

方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末

筆
な
が
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
参
考
文
献

（
日
本
語
）

①
飯
田
須
賀
斯
一
九
五
三
『
中
国
建
築
の
日
本

建
築
に
及
ぼ
せ
る
影
響
』
相
模
書
房

②
上
原
和
一
九
六
七
「
法
隆
寺
金
堂
の
雲
形
斗

栱
に
つ
い
て
―
法
隆
寺
様
式
に
お
け
る
バ
ロ
ッ

ク
的
な
る
も
の
―
」『
美
学
』
第
七
〇
号　

美

学
会

③
関
口
欣
也
一
九
七
六
「
朝
鮮
三
国
時
代
建
築

と
法
隆
寺
金
堂
の
様
式
的
系
統
」『
日
本
建
築

の
特
質　
太
田
博
太
郎
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
』

中
央
公
論
美
術
出
版

④
竹
島
卓
一
編
一
九
六
二
『
国
宝
法
隆
寺
金
堂

修
理
報
告
』
法
隆
寺
国
宝
保
存
工
事
報
告
書　

第
十
四
冊

⑤
田
中
淡
一
九
八
四
「
大
陸
系
建
築
様
式
の
出

現
」『
全
集
日
本
の
古
寺
』
第
十
巻　

集
英
社

⑥
唐
聡
二
〇
一
七
「
法
隆
寺
金
堂
の
「
舌
」
と

『
営
造
法
式
』
の
「
鷰
尾
」
の
関
連
性
に
つ
い

て
―
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
舌
と
そ
の
源
流
の
系

統
的
再
考
―
」『
建
築
史
学
』
第
六
十
八
号　

建
築
史
学
会

⑦
濱
田
耕
作
一
九
二
六
「
法
隆
寺
の
建
築
様
式

と
支
那
漢
六
朝
の
建
築
様
式
に
つ
い
て
」『
東

洋
美
術
史
研
究
』
所
収
（
一
九
四
二
）

⑧
宮
本
長
二
郎
一
九
九
〇
「
飛
鳥
時
代
の
建
築

と
仏
教
伽
藍
」『
法
隆
寺
か
ら
薬
師
寺
へ
』
日

本
美
術
全
集
第
二
巻　

講
談
社

⑨
山
岸
常
人
・
島
田
敏
男
編
一
九
九
五
『
山
田

寺
出
土
建
築
部
材
集
成
』
奈
良
文
化
財
研
究
所

⑩
李
雨
鍾
（
訳
：
鈴
木
一
議
）
二
〇
一
四
「
百

済
寺
院
の
上
部
構
造
築
造
方
法
研
究
の
推
移
」

『
百
濟
寺
刹
研
究
（
日
本
語
版
）』
奈
良
県
立
橿

原
考
古
学
研
究
所

（
中
国
語
）

①
戴
春
陽
編
一
九
九
八
『
敦
煌
仏
爺
廟
湾
西
晋

画
像
磚
墓
』
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所

②
大
同
市
考
古
研
究
所
二
〇
一
一
ａ
「
山
西
大

同
陽
高
北
魏
尉
遅
定
州
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』

二
〇
一
一
年
第
十
二
期

③
大
同
市
考
古
研
究
所
二
〇
一
一
ｂ
「
山
西
大

同
文
瀛
路
北
魏
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』

二
〇
一
一
年
第
十
二
期

④
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
・
高
台
県
博
物
館

二
〇
〇
八
「
甘
粛
高
台
地
埂
坡
晋
墓
発
掘
簡
報
」

『
文
物
』
第
九
期

⑤
河
南
文
化
局
文
物
工
作
隊
第
二
16
工
区
発
掘

小
組
一
九
五
六
「
洛
陽
潤
西
16
工
区
82
号
墓
清

理
記
略
」『
文
物
参
攷
資
料
』
一
九
五
六
年
三

期⑥
李
寧
波
・
范
文
遷
二
〇
一
六
「
運
城
臨
猗
漢

墓
出
土
磚
砌
倣
木
結
構
斗
拱
在
全
国
極
為
罕
見
」

『
山
西
日
報
』
六
月
七
日　

山
西
日
報
社

⑦
綿
陽
博
物
館
・
成
都
文
物
考
古
研
究
所
編
二

〇
一
五
『
綿
陽
崖
墓
』
文
物
出
版
社

⑧
山
西
省
考
古
研
究
所
・
忻
州
市
文
物
管
理
所

二
〇
一
五
「
山
西
忻
州
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原
崗
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壁
画
墓
」

『
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物
』
二
〇
一
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年
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期

⑨
陜
西
省
文
物
管
理
委
員
会
一
九
六
一
「
潼
関

吊
橋
漢
代
楊
氏
墓
群
発
掘
簡
記
」『
文
物
』
一

九
六
一
年
第
二
期

⑩
四
川
省
考
古
研
究
院
・
徳
陽
市
文
物
考
古
研

究
所
・
中
江
県
文
物
保
護
管
理
所
編
二
〇
〇
八

『
中
江
塔
梁
子
崖
墓
』
文
物
出
版
社

⑪
四
川
省
考
古
研
究
院
・
綿
陽
市
博
物
館
・
三

台
県
文
物
管
理
所
編
二
〇
〇
七
『
三
台
郪
江
崖

墓
』
文
物
出
版
社

⑫
四
川
文
物
考
古
研
究
院
・
綿
陽
市
文
物
管
理

局
・
涪
城
文
物
管
理
所
二
〇
一
五
「
四
川
綿
陽

市
涪
城
区
桐
子
梁
東
漢
崖
墓
発
掘
簡
報
」『
四

川
文
物
』
二
〇
一
五
年
第
四
期

⑬
西
安
市
文
物
保
護
考
古
所
二
〇
〇
四
「
西
安

市
北
周
史
君
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槨
墓
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古
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⑭
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霁
二
〇
一
六
『
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漢
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蜀
崖
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研
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挿
図
出
典

表
１
：
筆
者
作
成
。
図
１
：
中
国
語
文
献
⑪
、

筆
者
撮
影
。
図
２
：
筆
者
作
成
。
図
３
：
日
本

語
文
献
⑤
、
中
国
語
文
献
①
・
⑤
・
⑥
・
⑨
。

図
４
：
中
国
語
文
献
②
。
図
５
：
中
国
語
文
献

⑧
。
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一
、
は
じ
め
に

　

本
研
修
は
、
奈
良
県
国
際
課
の
「
奈
良

県
戦
略
的
専
門
分
野
交
流
事
業
」
に
よ
り
、

橿
原
考
古
学
研
究
所
の
所
員
を
中
国
陝
西

省
に
派
遣
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
平
成

二
六
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
研
修

期
間
は
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
一
一

月
一
日
か
ら
平
成
三
一
（
二
〇
一
九
）
年

三
月
十
五
日
ま
で
の
一
三
五
日
間
で
、
陝

西
省
の
受
入
先
は
西
北
大
学
文
化
遺
産
学

院
及
び
陝
西
省
考
古
研
究
院
で
す
。
期
間

中
は
西
安
市
を
中
心
に
山
西
省
、
河
南
省
、

四
川
省
、
甘
粛
省
、
寧
夏
回
族
自
治
区
で

も
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

二
、
出
国
ま
で

　

研
修
の
話
を
聞
い
た
の
は
五
月
の
大
型

連
休
の
中
日
、
五
月
二
日
で
し
た
。
当
時

四
歳
の
子
ど
も
の
こ
と
を
思
う
と
長
期
間

の
海
外
出
張
に
行
く
こ
と
に
不
安
を
感
じ

ま
し
た
が
、
ま
た
と
な
い
機
会
と
思
い
承

諾
し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夜
、
家
で
小
言

を
言
わ
れ
た
も
の
の
な
ん
と
か
説
得
し
、

子
ど
も
に
も
少
し
長
い
出
張
だ
と
伝
え
、

納
得
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

中
国
へ
の
出
発
は
、
前
年
度
同
様
に
一

二
月
中
旬
予
定
で
し
た
が
、
手
続
き
を
進

め
る
過
程
で
一
一
月
一
日
に
決
ま
り
ま
し

た
。
出
発
ま
で
に
現
地
で
の
調
査
を
滞
り

な
く
進
め
る
た
め
に
、
必
要
な
道
具
を
準

備
し
ま
し
た
。
中
国
の
博
物
館
で
は
展
示

品
を
撮
影
で
き
る
こ
と
か
ら
、
短
時
間
で

効
率
よ
く
見
学
し
、
確
実
に
記
録
を
残
す

こ
と
を
目
的
に
暗
所
に
強
い
高
精
細
デ
ジ

タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
と
マ
イ
ク
ロ
レ
ン

ズ
を
中
心
に
広
角
・
望
遠
レ
ン
ズ
を
用
意

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
三
脚
、
顕
微
鏡
撮

影
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
メ
モ
用
カ

メ
ラ
な
ど
も
揃
え
ま
し
た
。
ま
た
、
前
任

の
米
川
裕
治
所
員
よ
り
中
国
で
の
生
活
の

様
々
な
場
面
で
必
要
に
な
る
と
言
わ
れ
た

「
微
信
」（
Ｗ
ｅ
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
）「
百
度
地
図
」

「
中
国
鉄
路
」を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
徐
々
に
中
国
仕
様
へ
と
変
え

て
い
き
ま
し
た
。

　

中
国
語
は
、
学
生
時
代
に
講
義
を
受
け

て
以
来
の
た
め
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
派
遣
さ
れ
る
ま
で
の

間
に
龍
谷
大
学
国
際
学
部
の
留
学
生
で
西

安
市
出
身
の
楊
方
昊
氏
に
八
月
末
か
ら
週

に
一
回
中
国
語
の
講
義
を
依
頼
し
ま
し
た
。

楊
氏
か
ら
は
現
代
の
中
国
人
の
生
活
習
慣
、

西
安
市
内
の
様
子
な
ど
も
聞
く
こ
と
が
で

き
、
出
国
前
に
中
国
の
様
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

三
、
出
発

　

関
西
国
際
空
港
に
午
前
七
時
に
到
着
し

ま
し
た
が
、
中
国
東
方
航
空
の
機
材
ト
ラ

ブ
ル
に
よ
り
搭
乗
開
始
が
一
時
間
遅
れ
、

一
一
時
三
〇
分
過
ぎ
に
離
陸
し
ま
し
た
。

西
安
咸
陽
国
際
空
港
へ
の
到
着
も
遅
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
空
港
に
迎
え
に

来
て
く
れ
た
西
北
大
学
文
化
遺
産
学
院
の

孫
麗
娟
先
生
に
「
微
信
」
で
連
絡
を
し
て

い
た
た
め
問
題
な
く
合
流
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
西
北
大
学
の
車
両
で
空
港
か

ら
生
活
拠
点
と
な
る
西
北
大
学
賓
館
へ
と

移
動
し
ま
し
た
。
到
着
が
遅
れ
た
た
め
夕

方
の
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
、
一
時
間
程
度

で
移
動
で
き
る
と
こ
ろ
を
一
時
間
三
〇
分

か
か
り
、
賓
館
に
は
現
地
時
間
一
九
時
一

五
分
に
到
着
。
孫
先
生
の
ご
協
力
に
よ
り

賓
館
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、
現
地
で
使
用

す
る
携
帯
電
話
の
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
の
購
入

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
は
初
日
に
全
て
整
い
、
国
際
課
・
博
物

館
・
研
究
所
、
家
族
へ
と
連
絡
し
、
初
日

は
寝
床
に
つ
き
ま
し
た
。

　

メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
日
本

と
異
な
り
制
約
が
多
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
日
本
の
利
用
環
境
と
大
差
な
い
状

況
で
使
用
で
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
検
索

エ
ン
ジ
ン
は
限
ら
れ
、閲
覧
で
き
な
い
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

中
国
以
外
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
利
用
が
突

然
禁
止
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
数

日
で
し
た
が
こ
う
い
う
時
に
限
っ
て
調
べ

た
い
こ
と
が
あ
り
、
日
本
の
サ
イ
ト
を
開

け
ず
苦
慮
し
ま
し
た
。

四
、
西
安
で
の
生
活

　

西
北
大
学　

研
修
期
間
中
の
生
活
拠
点

は
校
内
に
あ
る
賓
館
で
す
。
私
の
部
屋
は

六
階
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
階
段
の
隣
で

し
た
。
留
学
生
楼
で
も
あ
り
、
様
々
な
国

の
留
学
生
が
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。
二
〇

一
八
年
に
校
内
で
見
か
け
た
日
本
人
は
五

名
で
し
た
。
西
安
市
内
や
秦
始
皇
帝
陵
博

物
院
な
ど
有
名
観
光
地
に
出
か
け
て
も
、

日
本
人
に
会
う
こ
と
は
稀
で
し
た
が
、
翌

年
の
新
学
期
が
始
ま
る
と
日
本
人
を
見
か

け
る
こ
と
が
少
し
増
え
ま
し
た
。
電
車
や

バ
ス
の
車
内
・
街
中
で
は
、
韓
国
人
か
と

声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
非
常
に
多
く
、

た
ど
た
ど
し
い
中
国
語
で
日
本
人
だ
と
伝

え
る
と
よ
ほ
ど
珍
し
か
っ
た
の
か
い
ろ
い

ろ
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
言
葉
の

壁
は
高
く
会
話
が
長
く
続
く
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
学
校
内
に
は
総
合
博
物
館
で
あ
る
西

北
大
学
博
物
館
が
あ
り
、
歴
史
以
外
に
地

学
・
植
物
学
な
ど
、
中
国
に
つ
い
て
学
べ

ま
し
た
。
大
学
博
物
館
と
い
う
性
格
の
た
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め
か
、
大
変
落
ち
着
い
た
環
境
で
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
気
汚
染　

西
安
の
大
気
汚
染
に
つ
い

て
は
、
出
発
前
に
国
際
課
の
事
前
説
明
で

聞
い
て
い
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

天
気
予
報
に
は
、
現
在
の
状
況
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
「
深
刻
」「
重
度
」「
軽
度
」
な

ど
と
表
示
さ
れ
ま
し
た
。「
深
刻
」「
重
度
」

の
表
示
が
続
く
と
気
分
が
非
常
に
重
た
く

な
り
ま
し
た
。
特
に
一
月
は
ひ
ど
く
、
二

週
間
ほ
ど
深
刻
ま
た
は
重
度
な
大
気
汚
染

が
続
き
ま
し
た
。
二
月
頃
か
ら
天
気
予
報

に
、
大
気
汚
染
情
報
が
表
示
さ
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
明
ら
か
に
視
界
不
良
で
「
深

刻
」
と
思
わ
れ
る
日
も
、「
靄
」
と
だ
け

表
示
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
一
食

一
〇
元
程
度
で
食
べ
ら
れ
る
な
か
、
高
機

能
マ
ス
ク
は
一
つ
一
五
元
と
高
価
で
、
数

日
間
使
い
続
け
る
と
外
面
が
黒
く
変
色
し

ま
し
た
。
黒
色
の
マ
ス
ク
が
流
行
し
て
い

る
の
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

中
国
で
の
生
活
に
少
し
慣
れ
て
き
た
と

き
に
、
部
屋
の
レ
ー
ス
の
白
い
カ
ー
テ
ン

が
白
く
な
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

長
年
洗
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
開
け
閉

め
す
る
と
埃
が
舞
っ
て
い
ま
し
た
。
一
度

気
に
な
る
と
落
ち
着
か
な
い
の
で
、
思
い

切
っ
て
洗
濯
し
た
と
こ
ろ
、
真
っ
白
に
な

り
、
部
屋
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

　

食
生
活　

辛
い
物
と
パ
ク
チ
ー
が
苦
手

な
た
め
、
出
国
前
か
ら
不
安
を
抱
え
て
い

ま
し
た
。
多
く
の
料
理
に
唐
辛
子
・
花
椒

な
ど
の
香
辛
料
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ

て
い
た
ほ
か
、
肉
料
理
に
は
八
角
を
使
っ

た
味
付
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、
辛
く
は
な

い
け
れ
ど
食
べ
な
れ
な
い
味
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
食
文
化
を
堪
能
す
る
た
め
に
も
、

初
め
て
訪
れ
る
場
所
で
は
名
物
料
理
・
特

産
品
、
出
さ
れ
た
料
理
を
食
べ
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
た
。
た
と
え
ど
れ
だ
け
辛
く

て
も
味
わ
い
、
食
べ
き
る
努
力
を
し
ま
し

た
。
た
だ
、
一
人
で
食
事
を
す
る
際
に
は
、

辛
く
な
い
料
理
を
探
し
た
り
、
世
界
展
開

す
る
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
で
食
べ
た
り
し

ま
し
た
。
世
界
展
開
を
し
て
い
て
も
味
付

け
が
か
な
り
異
な
り
、
日
本
の
味
付
け
と

の
比
較
が
で
き
味
わ
い
深
か
っ
た
で
す
。

　

西
北
大
学
に
は
、
学
生
向
け
の
食
堂
が

四
店
舗
あ
り
ま
し
た
。
一
店
舗
は
清
真
料

理
で
、
ほ
か
は
様
々
な
料
理
を
食
べ
ら
れ

る
食
堂
で
す
。
店
員
に
確
認
し
て
辛
く
な

い
料
理
を
注
文
し
て
も
、
現
地
基
準
の
た

め
ほ
と
ん
ど
の
料
理
が
私
に
は
辛
か
っ
た

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
料
理
を
食
べ
た
結
果
、

最
も
お
い
し
か
っ
た
の
は「
西
紅
柿
炒
蛋
」。

白
ご
飯
と
西
紅
柿
炒
蛋
だ
け
を
注
文
す
る

と
、
不
思
議
な
顔
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
陝
西
省
考
古
研
究
院
に

も
食
堂
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
定

食
か
麺
の
二
種
類
で
し
た
が
、
一
食
五
元

と
思
え
な
い
ほ
ど
量
が
多
く
、お
い
し
か
っ

た
で
す
。
そ
の
た
め
研
究
院
に
い
る
時
は

外
食
せ
ず
に
ほ
と
ん
ど
食
堂
で
食
べ
て
い

ま
し
た
。

　

研
修
期
間
後
半
と
も
な
る
と
、
私
が
辛

い
料
理
を
苦
手
で
あ
る
こ
と
が
陝
西
省
考

古
研
究
院
の
研
究
員
に
も
知
れ
渡
り
、
食

事
会
の
時
に
は
辛
く
な
い
料
理
や
唐
辛
子

抜
き
の
料
理
を
注
文
し
て
も
ら
う
な
ど
ご

配
慮
頂
き
ま
し
た
。

　

水
は
生
水
を
避
け
、
購
入
し
た
水
を
煮

沸
し
て
飲
み
ま
し
た
。
珈
琲
や
紅
茶
で
は

な
く
、
茶
店
で
さ
ま
ざ
ま
な
茶
葉
を
購
入

し
、
中
国
茶
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

研
修
期
間
中
、
食
事
も
水
も
問
題
な
く
、

体
調
を
崩
す
こ
と
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

交
通
手
段　

日
々
の
移
動
は
、
主
に
バ

ス
を
利
用
し
ま
し
た
。
一
二
月
二
六
日
に

地
下
鉄
四
号
線
が
開
通
し
て
、
市
内
の
移

動
は
さ
ら
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
バ

ス
が
便
利
す
ぎ
て
高
速
鉄
道
の
西
安
北
駅

に
行
く
時
以
外
、
地
下
鉄
を
利
用
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
市

内
で
は
地
下
鉄
工
事
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ

れ
て
お
り
、
数
年
後
に
は
秦
始
皇
帝
陵
近

く
ま
で
開
通
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
市

外
へ
の
移
動
に
は
、
高
速
鉄
道
を
利
用
し

ま
し
た
。
チ
ケ
ッ
ト
は
駅
の
窓
口
で
も
購

入
で
き
ま
し
た
が
、
満
席
で
購
入
で
き
な

い
と
予
定
が
変
更
と
な
る
た
め
、
陝
西
省

考
古
研
究
院
の
李
建
西
氏
に
お
願
い
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
・
購
入
頂
き
ま

し
た
。
購
入
画
面
を
微
信
で
送
っ
て
も
ら

い
駅
の
窓
口
で
パ
ス
ポ
ー
ト
と
一
緒
に
提

示
す
る
と
発
券
さ
れ
ま
し
た
。
高
速
鉄
道

は
、
日
本
人
か
ら
す
る
と
大
変
安
価
で
、

速
度
も
速
い
た
め
非
常
に
便
利
な
移
動
手

段
で
し
た
。
西
安
か
ら
山
西
省
太
原
市
ま

で
約
三
時
間
、
河
南
省
洛
陽
市
ま
で
約
一

時
間
二
〇
分
、
四
川
省
成
都
市
ま
で
約
三

時
間
一
五
分
、
甘
粛
省
蘭
州
市
ま
で
約
三

時
間
。
朝
七
時
台
の
電
車
に
乗
れ
ば
日
帰

り
可
能
で
し
た
。
陝
西
省
北
部
の
楡
林
市

や
寧
夏
回
族
自
治
区
へ
行
く
時
は
飛
行
機

を
利
用
し
ま
し
た
。
航
空
会
社
に
よ
っ
て

は
酸
素
マ
ス
ク
や
非
常
口
な
ど
の
説
明
が

な
く
、
若
干
不
安
に
な
り
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
使
う
こ
と
な
く
済
ん
だ
の
で
問
題

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

西
安
市
内
に
は
、
流
行
り
の
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
が
そ
こ
か
し
こ
に
放
置
し
て
あ
り

ま
し
た
。
利
用
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

支
払
い
方
法
が
電
子
決
済
の
み
で
あ
っ
た

た
め
断
念
し
ま
し
た
。
自
転
車
が
あ
れ
ば

行
動
範
囲
が
さ
ら
に
拡
が
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

語
学
研
修　

研
修
期
間
が
一
一
月
か
ら

で
あ
っ
た
た
め
、
西
北
大
学
で
中
国
語
の
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授
業
を
受
講
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
文
化
遺
産
学
院
の
冉
万
里
先
生
に
相

談
し
て
、木
村
理
恵
所
員
が
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
に
家
庭
教
師
を
依
頼
し
ま
し
た
。

こ
の
先
生
は
、
河
南
省
の
鄭
州
大
学
に
勤

務
し
て
い
る
た
め
、
土
日
し
か
時
間
を
と

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
土
日
は
私

が
出
張
に
出
る
こ
と
が
多
く
、
定
期
的
に

受
講
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
テ

レ
ビ
で
ニ
ュ
ー
ス
や
字
幕
付
き
の
番
組
を

見
て
、
少
し
で
も
中
国
語
に
慣
れ
よ
う
と

思
い
ま
し
た
が
、
一
二
月
下
旬
に
テ
レ
ビ

が
故
障
し
ま
し
た
。
二
月
一
五
日
に
修
理

が
終
わ
り
ま
し
た
が
、
電
波
の
入
り
が
悪

く
、
電
源
を
入
れ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
画

面
が
動
か
な
く
な
る
と
い
う
状
態
が
続
き
、

テ
レ
ビ
で
の
学
習
を
諦
め
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
ん
な
状
況
で
し
た
の
で
、

店
員
や
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
に
話
し
か
け

て
勉
強
し
よ
う
と
試
み
ま
し
た
が
、
言
葉

が
通
じ
な
い
と
わ
か
る
と
多
く
の
中
国
人

は
、
親
切
に
も
自
分
た
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
翻
訳
ア
プ
リ
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
翻
訳
ア

プ
リ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
容
易
に

と
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
残
念
な
が
ら

語
学
研
修
に
は
全
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

陝
西
省
考
古
研
究
院　

西
楼
三
階
三
〇

六
号
室
の
机
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
週
に

 

附
属
博
物
館
関
連
展
示

 

案
内

　 

附
属
博
物
館
巡
回
特
別
展

『
し
き
し
ま
の
大
和
へ

　
　
　
　
　

―
ア
ジ
ア
文
華
往
来
―
』

主
催
：
附
属
博
物
館
・
横
浜
ユ
ー
ラ
シ
ア

文
化
館
・
東
京
新
聞

開
催
期
間
：
令
和
二
年
四
月
二
一
日（
火
）

～
七
月
五
日
（
日
）

開
催
場
所
：
横
浜
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
館

＊
以
降
の
巡
回
館

九
州
国
立
博
物
館
（
令
和
二
年
七
月
二
八

日
（
火
）
～
一
二
月
二
〇
日
（
日
））

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
（
令
和

三
年
三
月
一
九
日
（
金
）
～
五
月
一
七
日

（
月
））

海 

外 

交 

流

派
遣
：
昨
年
一
〇
月
よ
り
三
月
一
八
日
ま

で
の
予
定
で
中
国
陝
西
省
（
西
北
大
学
文

化
遺
産
学
院
・
陝
西
省
考
古
研
究
院
）
へ

派
遣
し
て
い
た
鈴
木
一
議
所
員
及
び
、
本

年
一
月
よ
り
三
月
二
〇
日
ま
で
の
予
定
で

韓
国
国
立
文
化
財
研
究
所
へ
派
遣
し
て
い

た
重
見
泰
所
員
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
流
行
の
影
響
で
や
む
を
得
ず
研

修
期
間
を
短
縮
し
、
鈴
木
所
員
は
二
月
一

四
日
に
、
重
見
所
員
は
三
月
七
日
に
そ
れ

ぞ
れ
帰
国
し
ま
し
た
。

受
入
：
中
国
寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
の
郭

家
龍
氏
（
専
門
：
中
国
旧
石
器
）
は
、
昨

年
九
月
か
ら
一
〇
ヶ
月
間
の
予
定
で
研
修

さ
れ
て
い
ま
す
。
帰
国
は
本
年
七
月
一
七

日
で
す
。

　

昨
年
一
〇
月
か
ら
研
修
さ
れ
て
い
た
西

北
大
学
文
化
遺
産
学
院
の
苗
凌
毅
氏
（
専

門
：
漢
代
金
器
）
は
、
本
年
一
月
一
一
日

に
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
一
月
か
ら
研
修
さ
れ
て
い
た
陝
西

省
考
古
研
究
院
の
孫
戦
偉
氏
（
専
門
：
商

周
青
銅
器
）
は
、
二
月
二
九
日
に
帰
国
さ

れ
ま
し
た
。

三
～
四
日
出
勤
し
、
書
庫
で
資
料
収
集
を

し
た
り
、
展
示
室
で
資
料
を
熟
覧
し
た
り

し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
春
節
前
の
二
月
二

日
に
は
、
研
究
院
で
開
催
さ
れ
た
「
陕
西

省
考
古
研
究
院
二
〇
一
九
新
春
团
拜
会
暨

二
〇
一
九
迎
新
春
职
工
趣
味
运
动
会
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
研
究
院
の
食
堂
で
、
職

員
家
族
も
含
め
た
食
事
会
が
開
か
れ
、
新

規
採
用
職
員
や
退
職
者
、
二
〇
一
九
年
の

干
支
の
亥
年
生
ま
れ
の
職
員
の
紹
介
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
抽
選
会
も
あ
り
、
大

変
賑
や
か
な
会
で
し
た
。
私
は
残
念
な
が

ら
抽
選
に
外
れ
ま
し
た
が
、
終
了
後
に
孫

周
勇
院
長
か
ら
、
ご
自
身
が
当
選
し
た
電

気
湯
沸
か
し
器
を
記
念
に
頂
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
の
規
格
に
対
応
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
お
気
持
ち
だ
け
頂
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
院
内
で
運
動

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ダ
ー
ツ
、
ピ
ン

ポ
ン
球
運
び
、
砂
袋
投
げ
、
サ
ッ
カ
ー
と

四
競
技
あ
り
、
参
加
者
全
員
で
点
数
を
競

い
あ
い
ま
し
た
。
会
議
室
の
壁
に
無
数
の

穴
が
開
い
て
い
た
こ
と
を
不
思
議
に
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
原
因
が
ダ
ー
ツ
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私
も
い
く
つ

か
穴
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
派
遣
さ

れ
る
所
員
に
は
、
是
非
ダ
ー
ツ
、
サ
ッ
カ
ー

の
練
習
を
忘
れ
な
い
よ
う
引
き
継
ぐ
予
定

で
す
。�

（
以
下
、
１
６
０
号
に
続
く
）
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修
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景


